























































































においてはマクロ的な国際金融の ミクロ的基礎を分析している、 というこ とである。 ミクロ的な金融仲介
とマクロ国際金融流通とを関連させた点に高い評価を与えることができる。これが、本論文は博士の学位
(商学)に値すると判断する根拠である。
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